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、
狹
の
根
本
的
風
想
を
敍
述
し
た
る
後
、：
綠
步
5:
_
:
め
て
、
貨
_
の
改
诞
の
種 

^

ビ
之
れ
が
批
判
を
既
み
た
る
な
气
彼
は
先
づ
ー
般
の
法
律
の
變
览
を
論
じ
て
日
ぐ
ァ
社
會
^
影
響
を
與
ふ
る
甚 

本
的
^

る
法
律
、
法
令
、
慣
例
、
規
則
は
明
白
な
る
必
要
な
き
限
々
、
決
し
て
變
改
す
：ベ
か
ら
ざ
る
事
を
特
k

銘
記 

す
べ
I

气
哲
學
者
ア
ジ
ス
ト
ク
レ

.丨
ス
が
彼
の
政
治
學
第
ー
g

R

於
セ
說
げ
所
ic

從
ベ
ば
、
改
善
が
極
め
て
明 

白
な
る
S

る
限
多
、
假
令
優
良
f

 

I

、
：新
法
を
以
て
舊
來
の
法
S

代
ふ
べ
か
ら
f

な
气
其
は
法
律
の 

權
威
ビ
刷
聖v

を
失
墜
せ
し
む
o

變
更
の
頻
繁
な
る
揚
合
に
於
て
特
^

然
も
ビ
o

斯
く
て
語
を
績
け
て
日
く
、a

s
f

幣 

の
此
率
又
は
價
格
は
如
何
な
る
事
情
の
下
に
於
て
も
變
更
す
ベ
か
^

ざ
る
法
律
又
は
命
令
.ど
看
做
さ
る
ベ
さ
事
確
赏 

な
々
。
其
は
凡
ゆ
る
#

給
又
ば
年
收
は
貨
幣
の
名
辭
に
於
で
固
定
せ
‘る
事
實
^
照
ら
し
て
明
瞭
な
え
此
の
勘
こ
關

し
、
ア
ジ
ス
ト
テ
r

ス
は
_

の
.微

理

學

第

囊
&

て
、
德
最
も
安
定
を
¥

る
性
質
^>
|

は
貨
幣
次
|

說

け

々

ミ 0
?
.)

.

. ;
v 
り

:

：
;
ふ 

.
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. 

.

.
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斯
く
論
じ
來
々
て
、
彼
は
貨
幣
變
更
の
六
個
の
方
法
|:

擧
げ
た
：6
?

形
狀
の
變
更
|

|

|

1

1

1%

|

、
比
價 

の
ft
Jl
_

_

g

&
cr
o,
p
3
p
o
r
t
i
o

s.
s 

n
l
o
n
e
t
a
r
u
m、

各
稱
の
變
更i

M
u
t
a
t
i
o

 

a
p
p
e
l
a
t
l
o
n
i
s、

重
量
の
變
M'
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M
I
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p
o
n
d
s
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材
杯
の
變
更
！

M
l
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m
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t
e
r
j
a
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組
成
の
變
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U
t
a
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是
な
办
。
以

上
の
ぅ
'ち
比
價
の
變
更V

J

組
成
の
變
更
6

は
彼
の
師
ビ
ネ
リ
ィ
ダ

X
.

の
看
過
し
た
る
ビ
乙
ろ
な
.

C
V，

：

.

比
率
ど
は 

一
f

他
の
物
ど
の
間
の
比
較
又
は
關
係
に
し
て
、
常
に
價
値
並
び
に
重
量
に
於
で
一
定
り
_
係
を
有 

す
る
金
貨
と
鈒
貨
ど
の
比
率
の
如
さ
も
0

な
ガ
:'
0

余
は
本
來
鈒
ょ
ク
4

高
貴
、：：高
儐
、；；優
良
に
し
て
、
且
つ
®
.
得
有
:

雞
な
る
'が
故
代
、
.
.一
金
.のI.,

S

4

が
.一】

十
樹
へ
ブ
::
0

如
^
:
或
る:】

+
-S

の
割
^
.
r
、
.k
.
v
*
、
..

：.ー.銀
の
.调
4
.
*
^
.
4
も
.高
孩
な
る
.こ
€ 

は
極
め
て
當
然
の
事
な
々
。
斯
く
てI

磅
の
金
は
ニ
十
磅
の
銀
ミ
同
價
R

し
て
、

一
マ
グ
ク
の
金
は
ニ
十
>
\
ク
の 

銀
^

同
價
な
气
同
様
に
し
て
二
十
對
五
、.

ニ
十
對
三
、
等
の
如
&

他
0

比
率
も
存
し
得
べ
し
。
：然
れ
共
そ
は
金
の 

價
値
：

w

銀
の
價
値w

の

間

の

自

然

的

此

率

に

從

ふ

べ

き

^

の

な

-̂
。

而

し

て

一

且

決

定

を

見

る

や

濫

办

に

に

之

を

無 

視
す
ベ
か
ら
ず
、
又
材
料
其
自
體
ょ
6

镟
生
す
る
充
分
の
现
由
於
ょ
る
の
外
は
變
K

す
べ
か
ら
ざ
る
な
若
し

も 

金
が
撖
貨
の
成
立
以
前
ょ
$

%

稀
少
ビ
な
れ
ば
、.
銀
ど
比
較
し
て
ー
層
高
價
^

な
る
べ
く
、
從
つ
て
其
の
®
格
は
當 

然
變
更
せ
ら
る
べ
き
な
々
。
然
れ
共
其
の
變
化
が
僅
少
な
る
時
は
、
國
王
は
か
、
る
變
51
を
行
仏
の
權
利
を
有
せ
ざ 

る
な
^

0

何
者
、
國
王
が
恣
い
.
ま
、
に
比
率
を
變
更
す
る
塒
は
、
國
民
の
貨
幣
並
び
^

財
*

3:
不
正
に
吸
收
す
る
を 

以
つ
て
な
多
o
:?
>

斯
く
彼
は
前
人
に
ょ
々
論
せ
ら
る
、
こ
ビ
極
め
て
稀
れ
な
$

し
金
銀
此
價
の
問
題
^

觸
れ
、

’
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け
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つ
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般
的
此
價
す
な
せ
九
“

へ
y

 

^

/

次
^

重
量
の
變
更
を
論
じ
、
*

量
の
變
更
に
は
名
稱
を
%.

同
時
}!
:

變
更
す
る
も
の
气
名
稱
を
從
前
め
^
、
ミ
な 

ず
も
の
.
ど
&'

之

然

し

て

前

者

：は

新

た

な

る

貨

幣

の

造

出

に

：外

な

ら

：ざ

る

が

故

は

、

^

Z

W

な
き 

ネ

、
後
老
ば
不
JE

の
事
k

屬
す
^

說
け-

C
V
O

日
く 
y 
0
0

 ̂
>
る
變
風
は
絕
對
^
邪
惡
な
ヵ
ク
特
に
如
何
な
る
事 

情
の
下
^

在
A

y

令
不
正
^

；
名
擧
ビ
を
陬
伴
す
を
^

ミ
な
し
12
:

、
.變
更
公
行
ひ
得
ざ
る
國
王
に
ざ
々
て
然
：气

：何 

者
、
第
一
.
紀
國
王
の
肖
黴
^

齡
號
^

ば
第
四
節
に
於
.て
述
べ
た
る
が
如
<
、
：素
材
の
重
量
品
質
の
正
確
を
表
示
す
る 

爲
め
^

、
鑄
貨
ぬ
押
擦
せ
ら
れ
た
々
。
^

れ
ば
重
量
並
び
^

品
質
が
眞
實
に
表
示
せ
ら
れ
ざ
る
は
、
明
白
に
雄
し
む

第
二
十
艽
卷
ベ
七

1

九〕

ァ
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ス
ト
浐
レ
ょ
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*すレ
1
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萆
6

货挤糊難の

.
發
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鄉
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彼

ば
又
素
材
の

變
5 1
,

ぬ
就

,^ *

て
.
說

W -
;
女

印

く

 

‘上
述
.の
如
く

'
貨
幣
り

* '

材
味
單

，一
;

で
混
合

^

の
孰
れ
か

: ^
A

V

O 

若
し
も
單

1
.

な
れ
ば
，
林
棘

O '
缺
恣
の
爲
枚
祀
鑄
造
怒
中
止
せ
ぢ
る
忒
こ

ど
あ
る
べ
し
o

;
例

：
へ
：
ば

過

來

R

於

.て

命

ヶ
 

行
は
.作

だ

^

如

く
 

ノ
金
が
僅
少
な

.な

が

又

：
ば

絕

無

な

0

0

ば
鑄
造

^

屯
止
じ
、
.へ
再
び
充
分
な
る
供
給
を
得
る
や
、，
鑄 

造
を
復
活
ず
る

^

可
^ .
-

*
:0

他

方

鑄

造

ば

：供

給
®

^

の

靖

め
_

中

此

せ
&

.'
<
>'\
^

<

あ
^

べ
-1
>

?

:

»

^

^

せ
.を

、
に

至

れ
_

は

此

の

琎

曲
^

^

み
&

女
^

。.
.
-苘

じ
.て

勝

合

.：の

場

合

は

經

驗

に

富

む

公

吏

ド

よ

办

命

令

せ

ら

れ

た 

る

便

宜*

る

金

：

1
.

マ
,

少
^

對

し

銀

十

，
マ
，
ル

ク

の

如

&

1

定
の
割
合
^

準
據
し
て
行
は
る
べ
く
、
而
し
て
此
の
割
合 

は
材
料
の
性
質
又
は
財
料
相
互
の
.

_
係
^

於
け
る
眞
實
の
變
動
，K

4

0

て
へ
變
軍
せ
ら
る
S
.
な
6
. 

X
I說
沙
る
後
、.
M
.合 

k

於
け
各
虛
僞
.は
重
量
の
：變
更
K

於
け
る
よ
か
も
知
得
し
雛
く 
J

從
つ
て
又
社
會
に
對
し
ー
層
有
害
な
る
が
故
^

、

.

1-

層

邪

黯

な

る

事

實

な

少

姿

1

日
へ
：气

(

4)
.
. :

.'

:'

=

し

 ̂

:
 

.

斯
ぐ
貨
幣
鏺
见
の
諸
方
法
^

記
述
心
^

ふ
後
、.
.彼

蚀

國

王

が

か

’
力

變

.i
t
lfc

通
じ
て
利
益
を
.®
.
得
す
る
は
.不
1E

な 

-•
.

6

2
、自
然
に
背
皮
.す
る
も
の
忿
$

^

>
、
|

2

パ
よ
4

%

:
那

感

な

非

雛

し

介
.
^
。
彼
^

從
.
/
ば
、
.
貨
T

本 

然
の
用
法
よ
ヶ
外
づ
れ
ヤ
：、
：
之
ぶ
6

利
益
を
取
得
し
得
る
の
方
法
5

あ
々
0
?
其
の
第|

は
貨
幣
の
兩
替
•
保
管
並
び 

}c

賣
貢
?
.
第
一
：

1

は

u
s
u
r
a、:

蟹

1

は
貨
幣
の
變
M

な
々
。"
第
ザ
は
卑
じ
く
、
销
一
：一
は
惡
し
く
、
第
コ
1
は
苋
に
ー
層
竹 

惡
.な

炎
.？

ア

リ

ス

ド

，グ
レ

.丨

3

は
第
.：
 

一̂

第
ニ
.ミ
を
示
し
だ
れ
^

も
、
：ぎ
管
示
す
之
ビ
な
か
6

&

-,
°

蓋

し

彼

の

時

代

に

在
4

は

未

だ

か

、

る

奸

恶

皇

夫

せ

ふ

れh

i

な
ヶ
。
而
じ

5

書
の
敎
ふ
る
が
如

^

，

u
s

u
r

a

は

、
邠

M

K
し

で

、
嫌

忌

す

ベ
ぐ

？〕

丑
つ
，不

茈

忿

る

？
名
確
實
次
れ
%
レ
6

、「

貨

幣

變
M

lc
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-
る
利
&

獲
得

は

®

恥
之
よ
々
も
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:

那
惡

な
る
こ
^
,
を
.示
さ
ん
ビ
す
。

」

貨
主
：は
自
ら
進
ん
^

彼
办
貨
幣
を
借
入
れ
以
ウ
で
緊
急
0,
.必
：要
咬
充
當
せ
ん
ビ
ず 

る
人
々
^

彼
の
：，貨

幣

を
©

與

す

石

、

の
^

し
て
ャ
而
も
後
日
鸯
等
.の
人
々
が
愛
領
額
以
上
.を 

の
.

I
:

定
の
契
.約
事
項
な
：4

で
然
る
^

國
王
’
は
不
：必
耍
な
石
：貨
幣
の
鋳
觅
は
ょ
^
、：：昆
民
の
惫 

.

產

を

沒

，
收

ヤ

る

：
攻

;A
;

-w
-.
?
>
國

王

は

高.價

狀

レ

セ1>
か

も

何

人

も

：所

有

せ

/1
:
ミ

欲

す

る..從

前

の

通

貨

の

流

»
$:
禁

此 

し

フ

貧

弱

な

石
*

^

1^

以
；
つ.，
て"
之
^

代.，へ：：

、
：.而
：も

之R
.
ょ

々

て

：何

等
.の
1利

益̂

便
：宜

も.彼Q

臣
民
^

興
ふ
る
乙
ビ

を 

得
ざ
る
な
彡
0(

8

.

)

/へ

:

上
述
の
洳
く
、
彼
-;
«

-«
«

變
更
に
ょ
る
利
益
m

#

を
批
判
し
た
る
後
、
«

«

め
'變
K

は
如
何
な
■る

影

響

を

，招

來

す

. 

る
や
を
說
け
办
。
«
4
:
:に
潰
盤
變
吏
が
國
王
^

貴
ら
す
不
利
溢
を
織
じ
て
.日
く
、.
.
.金
^

非

:^

る
も
の
を
金
^

唱
’
へ
、
;. 

磅
k

非
ざ
る
名
の
を
磅
ど
•«

し
て
，彼
’
の
背
幣
15
:

儅
造
し
>
:
;詐

欺
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敢

て
^

る
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國.王
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^

ぅ
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な

：
る
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木
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ず
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な
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^
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^
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^
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。
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幣
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述
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